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職業 ： 学校図書館司書

• Wikipedia日本語版に「良質な記事」を30本以上執筆している、いわ
ゆる優良執筆者のひとりで、Wikipedia編集イベント講師。これまでに
2７都道府県で新規編集者のサポートや、大学等教育機関での活用を
指導。2025年現在、Wikipedia日本語版アカウント作成者権限保持
者、IPブロック適用除外者。松原市中学生向けライフキャリア図鑑
「COMMPS」にウィキペディアンとして協力。

• 2019年～ウィキペディアタウンを推進するNPO「edit Tango」代表。
2022年～2024年図書館総合展「ウィキペディア展覧会」主幹。

• 2023年12月 紀伊国屋書店から『ウィキペディアでまちおこし』刊行

ライフワーク ： ウィキペディア編集者

 2002年５月～ 久美浜高校・丹後緑風高校久美浜学舎に勤務
202１年～２０２５年 （IRI）Library of the Year選考委員

 2006年読書指導体験記コンクール入賞、2020年文部科学大臣優
秀教職員表彰、第50回学校図書館賞奨励賞、等、個人・団体通じて
受賞歴は12件。

 「インターネット時代の読書指導」（早稲田大学教師教育研究所紀
要2019）、 『学校の「読書バリアフリー」はじめの一歩』（野口武則
著・学事出版2024年）、『「学校図書館ガイドライン」活用ハンドブッ
ク実践編』（堀川照代編・悠光堂2019年）等に事例紹介多数。



見落とされていた課題

1.学校図書館の地域資料は、質も量も十分ではない。公共
図書館の相互貸借も、地域資料の多くは貸出対象外。

2.ふだん「本で調べる」習慣のない人は、文献に不慣れ。
資料がたくさんあっても、そもそも読めない。

「図書館に連れて行けば、なんとかなる！」先生達は考えましたが……



「丹後ばらずし」のありとあらゆる情報を、Wikipedia（ウィキペディア）に集約。
資料検索ツールとして活用。

ばらずし (丹後地方) - Wikipedia

“使える”資料が無いなら、自分で作ろう！

たとえば、丹後の人なら必ず一度は食べたことがある郷土料理「ばらずし」



ウィキペディア編集の最重要ルール
「出典をページ番号まで記載する」

1. 中立的な観点

特定の視点に偏らないようにしましょう。

2. 検証可能性を守る

必ず出典として文献情報を記載しましょう。

3. 独自研究は載せない

Wikipediaはすでに公表されている情報を
集める場です。 内容に関する「三大方針」

ウィキペディア執筆時の注意



ばらずし (丹後地方) - Wikipedia



ひとりでは、しんどい。



ジャンルを問わず、活動している人には、
なんらかの課題意識があるので、相互協力が可能。



「ミクタン」

2009年～2018年にかけて
丹後半島一帯で開催された
「旅」イベント。
地域の普通の人々が自宅を
公開して“暮らし”を紹介し、数
千人規模の「旅人」が周遊し
た。

このイベントのなかで、
「こまねこまつり」関係者
と知り合う。



10年前に亡くなった郷土史家の残した研究史
料を、記念文庫として残し、公開することで、後の
人々の引き継ぎきい。

mixひとびとtango
発起人の芦田久美子さん



「こまねこまつり」

2016年～
当初５年間の計画でスター
トした、“ミクタン方式”
のまちおこしイベント。
「企画持ち込み歓迎」と
いった雰囲気があり、
「ウィキペディアタウン」
を提案してみようという
きっかけになった。



ウィキペディアタウンの
「成果」って何でしょう



地元の人は
地元のことを検索するのか？



そもそもウィキペディアタウンとは？



地域のアウトリーチ活動



ウィキペディアタウンを構成する人々

Wikipedia編集
する人（地域外）

Wikipediaの講
習をする人
（講師）

Wikipedia編集
する人（地元民）

情報を提供する人

（図書館など）

いちばんは地域社会いちばんはWikipedia

単発協力の割におカネがかかる 継続的無償活動が可能で経済的！！



「ヒカリ美術館」

201０年に京丹後市に初め
て誕生した私設美術館。
ミクタンの常連出展者であ
り、こまねこまつり実行委
員会メンバーの自宅を借り
て、月１編集会を始める。

（2019年2月
edit Tangoのはじまり）



ヒカリ
美術館
（網野町浜詰）

京丹後市内初の美
術館として2010年
に開館。

2019年２月１１日 Wikipediaに新規作成

数日後、近所の住民の海外に住んでいるお孫さんから
「Wikipediaにばあちゃん家の近所が載ってたよ！」と
電話がありました。

ウィキペディアタウンの影響 当事者談

検索語を
知らずとも
読まれる
可能性あり



活動が他者に評価されたことで、
ウィキペディアタウンが自分事になった。



御旅市場
（峰山町御旅）

第2回ウィキペディ
アにゃウンで、
Wikipediaに項目を
作成した。

2019年９月７日新規作成
約１か月後、
公式サイトの改善を相談した大阪のコンサルタントに
「Wikipediaの記事をお手本にしなさい」と、助言されました。

ウィキペディアタウンの影響 当事者談

調査研究
に手軽な
ツール！



つねよし
百貨店
（大宮町上常吉）

日本におけるソー
シャルビジネスの先
駆けと評価される地
域コミュニティの拠
点。

2019年1月3日 Wikipediaに新規作成
数か月後、
「Wikipediaで知った！」と、九州でソーシャルビジネスを研究
している大学の先生から電話があり、その後、来店されました。

ウィキペディアタウンの影響 当事者談

カテゴリ
でも検索
できる！



探究活動でWikipediaを教材活用。
酒蔵イベントに便乗して企画開催も。

2018年～毎年秋の「こまねこまつ
り」関連イベント「ウィキペディアにゃ
ウン」として、実行委員会が開催支
援・会場提供。edit Tango発祥企画。

つねよし百貨店が開催協力。
上常吉・下常吉の項目を充実させる。

宇川スマート定住促進協議会
で、2021年に５回のウィキペ
ディアタウン開催。
龍谷大学今里ゼミ参加事業。

京丹後市での参加者（公共
図書館司書）が自館でウィ
キペディアタウン開催。

京丹後市での参加者が「よさのWikipediaプロジェクト」を発足。
独自にウィキペディアタウンを開催し、一編集者としても活動を続ける。

弥栄

202０年、ジェンダーをテーマに。

2022年～地域住民の企画・協力に
より、和田野・溝谷・野間地域で開催。

2018年～約５年での
京都府北部
ウィキペディアタウンの
広がり

2019年～2021年
環境保護活動や観光振興で。

ヒカリ美術館で小規模な
編集勉強会を毎月開催。
edit Tangoの活動拠点。

大江町へ、次いで、福知山市内の大学へ



丹後地域のおもな
ウィキペディアタウンの
主催者・協力者

• edit Tango
• こまねこまつり実行委員会
• 琴引浜ガイドシンクロ
• 地域住民個人

〈会場提供者〉
• 金刀比羅神社
• 日進製作所
• つねよし百貨店
• ヒカリ美術館
• 宇川スマート定住促進会議
• 各地区公民館

〈資料協力〉
• 京丹後市立図書館
• 京都府立図書館
• 地域住民個人

〈編集活動への協力〉
• Wikipedia名古屋編集部
• ウィキペディアン個人
• OSMマッパー個人

・



「はだしのコンサート」

四半世紀にわたる琴引浜の
環境保護活動のひとつ。

初動時の記録が少なく、
主催者が自らの活動記録を
アーカイブする必要性を
自覚するきっかけとなった。



「宇川加工所」

食料品店がすべて撤退した
過疎地域で、地産地消で
暮らしを支える高齢女性た
ちの活動。
2021年作成したWikipedia
をベースに、龍谷大学のゼ
ミがホームページを作成提
供し、翌2022年にはふる
さとづくりで文部科学大臣
表彰に輝く。



「丹後杜氏」

スマート定住促進会議とし
て農林水産省の助成を受け、
1年間で５回のウィキペ
ディアタウンを実施された
なかで、
丹後杜氏の郷土研究者が
一般参加。提供された資料
を活用できたことで、「良
質な記事」を作成できた。



百科事典の内容レベル、
詳細にみえてもプロの眼にはショボい。



それでも価値がある、と、
思ってもらうには……



活用されるWikipediaにする

活用するアイデアを共有する



【Wikipedia（読む）】

1.図書館や文献資料の活用をうなが
すレファレンス・ツールに
2.情報のつながりやファクトチェック等
情報リテラシーを学ぶ教材に

【ウィキペディアタウン】

1.自らの生活する地域を知る・学ぶ（周辺社会の肯定）
2.自らの発信した情報が、だれかの役に立つ（自己の肯定）
3.日頃は接点のない様々な人と協働する ⇒ 新たなコミュニティの誕生（視野拡
大。コミュニケーションの活性化）

【Wikipedia（書く）】
1.情報の収集・整理・分析・再構成と
いう、調べ学習や論文執筆の基礎的
なノウハウの獲得
2.情報の利活用への理解

ウィキペディア と
ウィキペディアタウンの効果

教育活動にも役立つ



さまざまな地域団体・企画とのコラボレーション

６月１４日 島津地区の下見のフィールドワークに参加する。

９月７日 マッピングパーティを開催して、島津地区のOSMを作成
９月21日 ウィキペディア編集イベントを開催して、

「島津 (京丹後市)」をWikipediaに作成

10月19日 空想地図作成ワークショップのフィールドワークで、
・ 島津地区のＯＳＭを参加者の情報共有メモとして活用！
・ Wikipedia「島津 (京丹後市)」を、まちあるきの資料として活用

「SLOW-つくる旅展-」 丹後くらし探求舎の企画にコラボ



ジャンルを問わず、様々な人々が協働するコミュニティ



みんなに役立つ
Wikipediaができる

Wikipedia記事を使う

必要なのに、まだ無い
記事に気づく

みんなでつくる



網羅的に住民活動のアーカイブが構築される!?



ご清聴ありがとうございました

なにかご質問等ありましたら、お気軽にご連絡ください。
polotan.d@gmail.com   伊達深雪（edit Tango）


